
ま
ち
歩
き

10
月
24
日
︵
日
︶
に
町
内
外
か
ら
集
ま
っ
た
参
加
者
24
名
が
、
坂
祝
町
中
央
公
民
館
講
座
の
一
環
で
、

深
萱
を
散
策
し
ま
し
た
。
ふ
か
が
や
ふ
る
さ
と
み
な
お
し
た
い
の
皆
さ
ん
に
よ
る
案
内
の
も
と
、

思
い
思
い
の
秋
を
楽
し
み
ま
し
た
。

秋
の

八
幡
池
と

な
か
よ
し
こ
み
ち
散
策
＠
深
萱

﹁

と

坂
祝
﹂

﹁

と

坂
祝
﹂

　

深
萱
の
魅
力
は
、
八
幡
で
見

ら
れ
る
春
の
桜
や
ツ
ツ
ジ
と
秋
、

11
月
中
旬
か
ら
の
紅
葉
で
す
。

こ
の
二
つ
の
季
節
は
、
気
候
も

良
く
、
散
策
に
適
し
て
い
ま
す
。

　

春
に
は
、
八
幡
池
横
の
コ
ー

ス
を
歩
く
と
、
水
面
に
平
行
に

生
え
る
桜
の
木
が
花
を
咲
か
せ
、

な
か
よ
し
こ
み
ち
沿
い
に
は
自

生
し
た
シ
デ
コ
ブ
シ
が
開
花
し

ま
す
。
新
緑
を
深
め
た
草
木
は

緑
に
、
木
々
は
ピ
ン
ク
の
花
を

咲
か
せ
る
の
で
、
色
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
楽
し
め
ま
す
。

秋
は
特
に
、
風
が
な
い
晴
れ

の
日
に
八
幡
池
の
水
面
に
紅
葉

の
景
色
が
き
れ
い
に
映
る
の
で
、

お
す
す
め
で
す
。

講
師
の
話

ふかがや ふるさとみなおしたいの皆さん

十
二
社
神
社

凉
樹
院

十
二
社
神
社

凉
樹
院

奥
に
農
村
舞
台
が
保
存
さ
れ

て
い
ま
す
。
４
月
の
祭
り
で

は
、
県
の
有
形
民
俗
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
子
踊

り
が
披
露
さ
れ
て
い
ま
す
。

農村舞台

スタート！

八
幡
池
か
ら
す
ぐ
近
く
に
あ
る
寺
院
で
す
。

本
堂
横
に
は
、
深
萱
自
治
会
が
管
理
す
る

閻
魔
様
も
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

町内の参加者から

「今まで知らなかった

町の魅力を知れた。」

十
二
社
神
社

凉
樹
院
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晴
れ
の
日
に
お
に
ぎ
り
を

も
っ
て
八
幡
展
望
台
に
登
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　
天
気
が
良
い
日
に
八
幡
展
望

台
に
登
る
と
、
町
内
の
景
色
に

加
え
、
美
濃
加
茂
市
の
稲
葉
池

や
関
市
の
工
業
団
地
が
見
え
ま

す
。
運
が
良
い
と
、
御
嶽
山
も

一
望
で
き
ま
す
。
正
月
に
は
、

可
児
市
の
大
王
製
紙
の
あ
た
り

か
ら
登
る
初
日
の
出
も
拝
め
ま

す
。

八
幡
の
散
策
方
法

11月12日に
開催した第4弾

「黒岩の今、昔」は
12月号で紹介
します。

輪
形
古
窯

八
幡
池

輪
形
古
窯

八
幡
池

農
林
水
産
省
の
た
め
池
百
選
に
も
選
ば
れ
た
景
色
で
、

た
め
池
周
り
に
群
生
す
る
木
々
が
反
射
し
ま
す
。

飛
鳥
時
代
頃
の
瓦
を
焼
い
た
窯
跡
で
す
。

今
も
壇
上
の
地
形
が
残
っ
て
い
ま
す
。

町外の参加者から

「八幡展望台のアップ

ダウンがちょうどよく、

ウォーキングに

最適でした。」

町外の参加者から

「花木の紹介があり、

ウォーキングコースも

とてもきれいでした。」

輪
形
古
窯

八
幡
池

〈八幡頂上〉

〈正面〉
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